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厚岸町『国泰寺』中門にある葵の紋

蝦
夷
三
官
寺
と
は

伊達市『善光寺』 様似町『等澍院』

北海道遺産　第3回選定証授与式

様似等澍院

有珠善光寺 厚岸国泰寺

蝦夷三官寺位置図蝦夷三官寺位置図蝦夷三官寺位置図

　
『
北
海
道
遺
産

『
北
海
道
遺
産
』は
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
北
海
道
民
の
宝
物
を
守

は
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
北
海
道
民
の
宝
物
を
守

り
・
育
て
・
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
9
7
年
に
『
北
海
道
遺
産
構

り
・
育
て
・
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
9
7
年
に
『
北
海
道
遺
産
構

想
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
2
0
0
1
年
の
第
1
回

想
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
2
0
0
1
年
の
第
1
回
に
25
件
、
2
0

件
、
2
0

0
4
年
の
第
2
回

0
4
年
の
第
2
回
に
27
件
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
度
の
第
3
回
北
海
道
遺
産
選

件
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
度
の
第
3
回
北
海
道
遺
産
選

定
で
新
た

定
で
新
た
に
15
件
の
選
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
厚
岸
町
の
国
泰

件
の
選
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
厚
岸
町
の
国
泰

寺
が『
蝦
夷
三
官
寺

『
蝦
夷
三
官
寺
』の
一
つ
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

の
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こ
と
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な
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。
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き
継
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い
北
海
道
民
の
宝
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を
守

り
・
育
て
・
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
1
9
9
7
年
に
『
北
海
道
遺
産
構

想
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
2
0
0
1
年
の
第
1
回
に
25
件
、
2
0

0
4
年
の
第
2
回
に
27
件
が
選
定
さ
れ
、
こ
の
度
の
第
3
回
北
海
道
遺
産
選

定
で
新
た
に
15
件
の
選
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
厚
岸
町
の
国
泰

寺
が『
蝦
夷
三
官
寺
』の
一
つ
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

や
近
藤
重
蔵
も
訪
れ
、
こ
の
地
を
基
点
に

ク
ナ
シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
へ
と
そ
の
歩
み
を

進
め
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

も
の
と
し
て
、
現
在
の
国
泰
寺
境
内
に
は
、

最
上
徳
内
翁
が
バ
ラ
サ
ン
岬
付
近
に
建
立

し
た
神
明
宮
の
跡
地（『
神
明
宮
跡
』の
標

柱
と
説
明
板
あ
り
）
や
近
藤
重
蔵
が
択
捉

島
に『
大
日
本
恵
土
呂
府
』の
標
柱
を
立
て

た
帰
路
、
色
丹
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
さ

れ
る
色
古
丹
松（
町
指
定
天
然
記
念
物
）を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
泰
寺
の
布
教
範
囲
は
、
現
在
の
十
勝

管
内
か
ら
根
室
管
内
に
至
る
地
域
と
、
さ

ら
に
国
後
島
と
択
捉
島
を
含
ん
だ
大
変
広

い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
寺
有
地
も
広
く
、

厚
岸
湾
に
突
出
す
る
半
島
の
神
明
宮
（
厚

岸
神
社
の
前
身
、
1
9
7
1（
寛
政
3
）年

最
上
徳
内
翁
の
建
立
）
の
旧
地
を
含
む
1

y

四
方
の
風
除
林
が
寺
有
地
と
さ
れ
て
い

国
と
の
境
界
の
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
度
々
異
国
船
が
出
没
し
、
蝦
夷

三
官
寺
は
、
そ
れ
ら
異
国
船
の
退
散
や
国

家
の
安
全
を
祈
願
す
る
役
目
を
負
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
本
州
な
ど
か
ら
蝦
夷
地

へ
移
り
住
ん
だ
人
を
弔
う
た
め
、
さ
ら
に

は
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
仏

教
布
教
も
重
要
な
役
割
と
し
て
担
っ
て
い

ま
し
た
。
各
寺
院
が
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
し

て
仏
教
を
布
教
し
た
こ
と
は
、
国
泰
寺
所

蔵
の『
日
鑑
記
』と
呼
ば
れ
る
文
書
資
料
や

善
光
寺
所
蔵
の
ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
が
併

記
さ
れ
た
版
木
（
と
も
に
国
指
定
重
要
文

化
財
）
な
ど
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

本
州
か
ら
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
人
た
ち
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
、
葬
送
儀
礼
を

つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
本
州
の
仏
教
文

化
と
ア
イ
ヌ
民
族（
文
化
）と
の
異
文
化
接

触
を
経
験
し
、
さ
ら
に
は
、
国
家
の
安
全

を
祈
願
す
る
な
ど
、
外
交
政
策
上
か
ら
も

大
変
、
特
異
な
歴
史
を
有
す
る
寺
院
で
あ

る
と
言
え
る
の
で
す
。

　

国
泰
寺（
鎌
倉
五
山
派
景
運
山
国
泰
寺
）

は
臨
済
宗
の
寺
院
で
、
ロ
シ
ア
の
南
下
・

異
教
の
侵
入
・
場
所
請
負
制
度
の
弊
害
な

ど
、
北
辺
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
中
、
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
北
方
世
界
へ
の

扉
が
大
き
く
切
り
拓
か
れ
始
め
た
時
代
で

す
。
寺
院
建
立
以
前
の
ア
ッ
ケ
シ
に
は
、

北
方
探
検
家
と
し
て
名
高
い
最
上
徳
内
翁

　

江
戸
幕
府
が
1
8
0
4（
文
化
元
）年
に

建
立
し
た
寺
院
、
ア
ッ
ケ
シ
の
国
泰
寺（
厚

岸
町
）、
ウ
ス
の
善
光
寺（
伊
達
市
）、
サ

マ
ニ
の
等
澍
院（
様
似
町
）、
こ
れ
ら
3
つ

の
寺
院（
蝦
夷
三
か
寺
）の
通
称
と
し
て
広

く
親
し
ま
れ
て
き
た
の
が『
蝦
夷
三
官
寺
』

と
い
う
呼
び
名
で
す
。
国
泰
寺
は
、
徳
川

家
康
の
片
腕
と
し
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
金

地
院
崇
伝
の
臨
済
宗
金
地
院
の
末
寺
で
す
。

善
光
寺
は
、
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
浄

土
宗
増
上
寺
の
末
寺
、
等
澍
院
は
、
家
康

の
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
天
海
の
天
台
宗
寛

永
寺
の
流
れ
を
く
む
寺
院
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
鎖
国
状
況
下
、
蝦
夷
地
は

北
方
地
域
と
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、
諸
外

ま
す
。

　

現
在
、
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
後
代
の
改

修
を
経
て
い
ま
す
が
、
境
内
は
江
戸
時
代

の
た
た
ず
ま
い
を
今
に
伝
え
て
お
り
、
蝦

夷
地
に
お
け
る
特
異
な
歴
史
的
役
割
を
果

た
し
た
重
要
な
寺
と
し
て
、
1
9
7
3（
昭

和
48
）年
10
月
19
日
、『
国
泰
寺
跡
』と
し

て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
内
地
に
は
、
1
8
4
2
（
天

保
13
）
年
建
立
で
、
町
の
有
形
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る『
仏
牙
舎
利
塔
』や
、

江
戸
時
代
、
現
在
の
宮
城
県
石
巻
市
か
ら

移
植
さ
れ
た
と
伝
わ
る
、
町
指
定
天
然
記

念
物
の『
老
桜
樹
』も
あ
り
、
今
で
も
桜
の

季
節
に
な
る
と
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
訪

れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

国
泰
寺
に
は
、
『
蝦
夷
三
官
寺
国
泰
寺

関
係
資
料
』
と
総
称
さ
れ
る
国
指
定
の
重

要
文
化
財
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
2
0
0
5（
平
成
17
）年
６
月
７
日
に
、

善
光
寺
と
等
澍
院
の
各
資
料
と
と
も
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
善
光
寺
は
『
蝦
夷
三
官

寺
善
光
寺
関
係
資
料
』
、
同
じ
く
等
澍
院

は『
蝦
夷
三
官
寺
等
澍
院
関
係
資
料
』と
い

う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
泰
寺
の
関

係
資
料
は
、
文
書
・
記
録
類
や
経
典
類
、

器
物
類
か
ら
な
り
、
総
点
数
は
8
2
9
点

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
歴
代

住
職
ら
に
よ
っ
て
約
60
年
間
書
き
継
が
れ

た
記
録『
日
鑑
記
』は
特
に
有
名
で
、
幕
府

の
蝦
夷
地
政
策
や
異
国
船
来
航
な
ど
に
関

す
る
記
録
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
震
や
津
波
、

畑
作
物
の
栽
培
、
山
菜
の
採
取
な
ど
、
当

時
の
生
活
記
録
を
今
に
伝
え
る
大
変
貴
重

な
資
料
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
布
教
範
囲
の
各
地
域
に
住
ん
で

い
る
武
士
、
商
人
、
出
稼
ぎ
人
な
ど
が
自

ら
署
名
し
寄
進
し
た
『
大
般
若
経
六
〇
〇

巻
』（
現
存
数
は
4
6
9
巻
）は
、
辺
境
の

地
に
お
け
る
仏
教
に
対
す
る
意
識
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
、『
蝦
夷
三
官
寺
』の
素
晴
ら
し

さ
を
、
地
域
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
3

市
町
や
各
寺
院
と
が
協
力
、
連
携
し
な
が

ら
、
こ
の
歴
史
的
資
源
の
魅
力
を
国
内
外

に
発
信
し
、
今
ま
で
以
上
に
厚
岸
町
の
魅

力
の
一
つ
と
し
て
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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